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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
「消費税は１７％に引き上げ」
経団連が社保制度改革案を提言
	　日本経団連は２月16日、社会保障制度「改革」に関する報告書を公表し、２０２５年度までに消費税を段階的に約１７％まで引き上げ、基礎年金をすべて消費税など税金でまかなう「全額税方式」に完全移行するとしています。具体的には15年度までに現行５％から10％に引き上げ、基礎年金と医療・介護に各２％分、少子化対策に1％分を配分。さらに最終的に税率を17％として、合計で12％の引き上げ分は基礎年金に４％、医療・介護に7％、少子化に１％を当てることを提案しています。一方、厚生年金保険料は現行の15％から10％に下がると試算し、労使折半の負担割合を企業は７・５％で据え置き、労働者分を２・５％に引き下げるとしています。しかし、消費税が低所得者ほど重い「福祉破壊税」であることから見れば、労働者にツケを回す身勝手な理屈でしかありません。そもそも日本企業の社会保険料負担は欧米に比べて低く、大企業は応分の負担をすべきです。「消費税に頼らなくても社会保障財源はある」の声をいっそう強めていきましょう。
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＜各地の１月２月行動、続々報＞

★若い主婦も「定額給付金は福祉に使うべき」など184人分の署名＜岐阜・西濃＞　西濃各界連は1月18日、垂井町のスーパー前で8人で宣伝しました。若い主婦は「1回限りの1万２千円の定額給付金では消費税の増税で帳消しされてしまう。もっと困っている人や福祉に使うべきじゃないですか」と怒りをこめて署名。約1時間で184人という最近にない多数の人から署名が寄せられ、参加者は「みんな関心が高い。これ以上の増税はやめてほしいという世論が大勢だ」と反応のよさにびっくり、「楽しかった、元気をもらった」と感想を話していました。

★麻生さんの出てるテレビをたたくのよ―怒りの声続出で前回の倍の署名が＜静岡県各界連＞　静岡県各界連は１月23日、静岡市呉服町イベント広場で６団体12人で宣伝。年金生活の夫婦、再就職の面接を受けてきたという女性、女子高生グループなどが次つぎと署名に応じてくれました。パートで働く女性は｢消費税増税など麻生さんは国民の声を聞かない。ニュースを見るといらいらして思わずテレビをたたくこともある｣と怒り心頭。「今日、病院で医療費が1万円もかかった｣と言う女性は「消費税を上げるなんてとんでもない」と怒りをあらわにして署名するなど、前回の倍の82人から署名が寄せられました。

★付則閣議決定の日に大学習会、特別決議も採択＜大阪・泉南各界連＞　泉南各界連は１月23日、大阪総合会計事務所の清家裕税理士を講師に「消費税増税許すな　大学習集会」を阪南市サラダホールで開き１２５人が参加しました。清家さんは、消費税が「最悪の不公平税制｣、中小業者・庶民には｢営業破壊税｣「生活破壊税」であること、社会保障財源としても、財界が「基礎年金を全額消費税方式で」と提唱していることから、企業の社会保障負担をゼロにするからくりについても解明しました。消費税導入20年、５％になって12年、増税勢力の執拗な策動にもかかわらず増税を食い止めてきたことを確信にすること、消費税の本質をおさえながら、なんとしても増税を許さない力をみんなでつくっていこうと訴えました。集会は、消費税増税というなら総選挙で国民の審判を仰ぐこと、消費税増税のために２０１１年度までに必要な措置を講じるとした税制｢改正｣法案をやめることなどを求めた「特別決議｣を採択しました。

★森田実氏講演会に120人、「総選挙での審判」誓う＜北海道各界連＞　北海道各界連は1月20日、政治評論家の森田実氏を講師に新春講演会を開き120人が参加しました。北商連の千田会長が「麻生内閣は２０１１年度からの消費税増税を決めている。今年は正念場」と主催者あいさつ。森田さんは小泉・竹中「構造改革｣を批判した結果、自身がマスコミから締め出された経験を紹介したあと、「今の政治家や財界はアメリカ頼みで思考停止状態。消費税を引き上げると言っているのは自民党だけでなく、民主党の議員も同じ。総選挙で増税議員を全部落とし、第三局の勢力の伸張が望まれる」と述べました。とりわけ消費税の増税派地域と中小企業を決定的に破壊すると強調しました。最後に道労連の名知議長が「総選挙で増税勢力に審判を下そう」と訴えをおこないました。

★「こんなときに増税とは、バカ」｢麻生さんこそリストラを」各地の宣伝で怒りの声
　東京・北区各界連の宣伝では自ら来て署名してくれる人、「ほんとにひどいよね」と声をかけてくれる人など怒りの署名が集まりました。滋賀・草津各界連の宣伝では「小遣いが
（次ページに続きます）
増えず消費税が上がれば使えるお金が減る」と学生、「商売が厳しいうえに増税されたら大変」との自営業者の声が寄せられました。埼玉・戸田各界連の宣伝では、中年男性が「増税反対、俺も署名する」と立ち止まり「こんなときに増税するなんてバカだ」と怒っていました。三重・桑名員弁各界連の宣伝では、19歳の専門学生は「派遣会社に勤める友達がいつ雇用を打ち切られるか心配している。僕らの未来は厳しい。消費税率アップは許せない｣と話し、「後期高齢者医療制度は反対したが通ってしまった｣と話すお年寄りに「見直しを表明させるところまで運動した。間違った政治は世論の力でやめさせられる。消費税も総選挙の争点にして増税ストップを確かなものにしましょう」と励ますと「そのようにしたいね」と対話も弾みました。群馬・前橋各界連の宣伝では２人連れで買物帰りの主婦がそろって署名。「失業者が増える中、増税は生活を直撃します。麻生さんこそリストラされてほしい」と話していました。
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＜各界連全国代表者会議の発言から、その２＞　　　発言の後半部分を紹介します。

★草の根の運動各地で、労組も奮闘＜新潟県各界連、菅原さん＞

　本日は4654個人、86団体の署名を結集した。昨年、労働組合に申し入れ農協労連、建交労、国公労連などが３千以上の署名を集めてくれたことが大きい。加茂市では市職労がすぐ市役所内で600以上集めてくれた経験もある。１０００万署名に見合う20万目標に対して到達は９万、４月25日に県民集会を計画しているが、この日までになんとしても達成したい。昨年、燕市の行動では１時間で203人分の署名が寄せられ、地元の三条新聞が一面トップで紹介。新潟市では10台で自動車パレード、阿賀野地域は毎月地道に個別訪問しているが、地域1割目標４６００に対して３８００に達した。早急に達成したい。対話では「食料品をせめて非課税に」の声があがっている。また、「増税反対」の意思表示をしたい、自分の地域でも運動を広げてほしいという声が広がっており、この世論にかみ合った運動を強化していけば、増税阻止は可能だと感じている。

★地域での活動の日常化へさらに努力を＜兵庫県各界連、溝渕さん＞

　署名数では、個人署名の地域差や集約の弱さに驚いている。４月１日の取り組みは県連絡会の行動でも風船を飛ばしたりバンドを読んだりと大規模になるが、日常活動が弱い。宝塚、尼崎、高砂などは地域でよく頑張っている。麻生内閣の増税計画について、何のために増税してきたのか」「消費税は何に使われてきたのか」を議論し広げていくこと、宣伝でもそこを強めていくことが大事だと感じる。なくす会の事務局長も務めているが、県では30万人、ノー消費税の読者500人の４月達成めざし頑張りたい。

★宣伝テープや地元マスコミ活用も＜山口県各界連、池田さん＞

　増税反対の議員を増やす必要性を痛感している。総選挙を意識した活動として、宣伝テープを各地域で活用している。自公の増税路線を暴露し民主の役割にも触れ、応能負担を実現し無駄遣いなくせと主張し、財界と腐れ縁のない政党もあることを訴えている。事実を知らせ国民が正しい審判を下せるよう努力したい。選挙本番では政党名は言えないが活用できるものを考える。地域の行動をマスコミに取り上げさせる活動も重視し、麻生の増税発言が出ればすぐ昼デモをするなど機敏に行動している。注意すべきは、昨年は90対６で増税反対が圧倒的だった山口市のシール投票が、ことしは58対35となったことで、マスコミの影響も見過ごせない。県各界連の代表者会議を２月19日に予定、地域の活動を強化していくとともに、4月1日が大規模な全地域での行動になるよう努力したい。

★反貧困・生活危機突破、増税反対で労組が出番に＜全労連、布施さん＞

　毎日、雇用情勢が悪くなるとともに新しい成果も生まれる状況だ。本日もキヤノン前宣伝では30分でチラシ３千枚があっという間になくなり、労働相談も急増している。愛知、岐阜、静岡、滋賀など各地の相談状況も伝わっている。早朝の夜勤開けに解雇通告を受けるなどひどい雇用破壊がすすんでおり、春闘では消費税問題を位置づけ、３月の重税反対統一行動に取り組むとともに、大企業の社会的責任を果たさせる運動方針を決めている。消費税増税反対署名は各地に23万枚が下りている。増税阻止の運動を共同で強めるため奮闘したい。

★経済情勢悪化の中、消費税増税反対を掲げ＜北海道各界連、三浦さん＞

　毎月、事務局会議を開きながら、節目の統一行動や地域の活動を支援・交流することに力を注いでいる。空知では民商が中心となって共産党も加わり各界連を再建できた。道各界連でこれまで学習を重視してきたが、１月20日に政治評論家の森田実氏を招き100人で学習会を開いた。道経済の落ち込みはひどく、最近でも大手百貨店の丸井今井が破たんし西武も売り上げ不振で撤退を決めた。消費不況に加え消費税増税となれば、どうなるか。中小業者の融資相談でも消費税を滞納している場合が多い。消費税が増税されれば中小業者つぶしがすすむ。消費税は一般的には消費者問題だが、地域経済全体や経済構造がどうなるかの問題も考えていきながら、運動を強化したい。

★北九州市議選でも奮闘、粘り強い活動をさらに＜福岡県各界連、蔭尾さん＞

　午前の国会では、麻生首相、山崎拓氏らの部屋を訪問し要請してきた。先日の北九州市議選では、各界連加盟の日本共産党が、減らされた61の定数に対して率・票ともに増やして立候補者で10人が全員当選した。市議団は耐震工事の地元発注、国保改善などを掲げた雇用・経済対策の「緊急提言」を出した。県各界連は1月、小雪のなか小倉駅で宣伝した。若い人や家族連れがよく署名してくれた。12月の行動は西日本新聞に報道された。２月にはまた福岡市で行動したい。多くの課題があるが、福岡から増税阻止の運動をいっそう広げていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以上)
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